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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月2日(2016.12.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ＬＡＮにおける通信方法であって、
　ＡＰ（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）が、ＳＴＡ（ｓｔａｔｉｏｎ）が隣接するＡＰをス
キャンできるように隣接ＡＰ情報を提供するためにビーコンフレームを生成するステップ
と、
　前記ＡＰが前記ＳＴＡへ前記隣接ＡＰ情報を含む前記ビーコンフレームを送信するステ
ップとを含み、
　前記隣接ＡＰ情報は、複数の隣接ＡＰのプライマリチャネルの帯域を示す動作クラスフ
ィールドと、前記複数の隣接ＡＰのプライマリチャネルを示すチャネル番号フィールドを
含む、方法。
【請求項２】
　無線ＬＡＮにおけるＡＰ（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）であって、
　無線信号を送信及び受信するＲＦ（ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）部と、
　前記ＲＦ部と動作可能に（ｏｐｅｒａｔｉｖｅｌｙ）接続したプロセッサとを備え、
　前記プロセッサは、ＳＴＡ（ｓｔａｔｉｏｎ）が隣接するＡＰをより早くスキャンでき
るように隣接ＡＰ情報を提供するためにビーコンフレームを生成し、前記ＳＴＡへ前記隣
接ＡＰ情報を含む前記ビーコンフレームを送信するように構成され、
　前記隣接ＡＰ情報は、複数の隣接ＡＰのプライマリチャネルの帯域を示す動作クラスフ
ィールドと、前記複数の隣接ＡＰのプライマリチャネルを示すチャネル番号フィールドを
含む、ＡＰ。
【請求項３】
　前記隣接ＡＰ情報は、ＴＢＴＴ情報ヘッダフィールドと、前記複数の隣接ＡＰのそれぞ
れに対する複数のＴＢＴＴ情報フィールドのそれぞれをさらに含み、
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　前記ＴＢＴＴ情報ヘッダフィールドは、ＴＢＴＴ情報カウントフィールドとＴＢＴＴ情
報長さフィールドを含み、
　前記ＴＢＴＴ情報カウントフィールドは前記複数のＴＢＴＴ情報フィールドの数につい
ての情報を含み、
　前記ＴＢＴＴ情報長さフィールドは前記複数のＴＢＴＴ情報フィールドに含まれる一つ
のＴＢＴＴ情報フィールドのオクテットの長さについての情報を含み、
　前記複数のＴＢＴＴ情報フィールドのそれぞれは、前記複数の隣接ＡＰのそれぞれに関
する情報を含み、
　前記長さについての情報は、前記複数のＴＢＴＴ情報フィールドのそれぞれが前記複数
の隣接ＡＰのそれぞれの基本サービスセット指示子（ＢＳＳＩＤ）を含むか否かによって
変化する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記隣接ＡＰ情報は、ＴＢＴＴ情報ヘッダフィールドと、前記複数の隣接ＡＰのそれぞ
れに対する複数のＴＢＴＴ情報フィールドのそれぞれをさらに含み、
　前記ＴＢＴＴ情報ヘッダフィールドは、ＴＢＴＴ情報長さフィールドを含み、
　前記ＴＢＴＴ情報長さフィールドは、前記複数のＴＢＴＴ情報フィールドに含まれる一
つのＴＢＴＴ情報フィールドのオクテットの長さについての情報を含み、
　前記ＴＢＴＴ情報長さフィールドに含まれる情報が第１の値を含む時、前記複数のＴＢ
ＴＴ情報フィールドのそれぞれは、ＴＢＴＴオフセットフィールドを含み、
　前記ＴＢＴＴ情報長さフィールドに含まれる情報が第２の値を示す時、前記複数のＴＢ
ＴＴ情報フィールドのそれぞれが、前記ＴＢＴＴオフセットフィールドと、基本サービス
セット指示子（ＢＳＳＩＤ）フィールドを含み、
　前記ＴＢＴＴオフセットフィールドは、ビーコンフレームの送信時間についての情報を
含み、
　前記ＢＳＳＩＤフィールドは、前記複数の隣接ＡＰに含まれる隣接ＡＰを特定するため
の情報を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ビーコンフレームは前記隣接ＡＰにより送信されたフレームであり、
　前記ビーコンフレームの送信時間は、前記ＴＢＴＴオフセットフィールドが含まれ、前
記ＡＰにより送信されたビーコンフレームのＴＢＴＴに基づいて決定される、請求項４に
記載の方法。
【請求項６】
　前記ＴＢＴＴ情報ヘッダフィールドは、ＴＢＴＴ情報フィールドタイプをさらに含み、
　前記ＴＢＴＴ情報フィールドタイプは、前記ＴＢＴＴ情報フィールドの構成についての
情報を含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記隣接ＡＰ情報は、ＴＢＴＴ情報ヘッダフィールドと、前記複数の隣接ＡＰのそれぞ
れに対する複数のＴＢＴＴ情報フィールドのそれぞれをさらに含み、
　前記ＴＢＴＴ情報ヘッダフィールドは、ＴＢＴＴ情報カウントフィールドとＴＢＴＴ情
報長さフィールドを含み、
　前記ＴＢＴＴ情報カウントフィールドは前記複数のＴＢＴＴ情報フィールドの数につい
ての情報を含み、
　前記ＴＢＴＴ情報長さフィールドは前記複数のＴＢＴＴ情報フィールドに含まれる一つ
のＴＢＴＴ情報フィールドのオクテットの長さについての情報を含み、
　前記複数のＴＢＴＴ情報フィールドのそれぞれは、前記複数の隣接ＡＰのそれぞれに関
する情報を含み、
　前記長さについての情報は、前記複数のＴＢＴＴ情報フィールドのそれぞれが前記複数
の隣接ＡＰのそれぞれの基本サービスセット指示子（ＢＳＳＩＤ）を含むか否かによって
変化する、請求項２に記載のＡＰ。
【請求項８】
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　前記隣接ＡＰ情報は、ＴＢＴＴ情報ヘッダフィールドと、前記複数の隣接ＡＰのそれぞ
れに対する複数のＴＢＴＴ情報フィールドのそれぞれをさらに含み、
　前記ＴＢＴＴ情報ヘッダフィールドは、ＴＢＴＴ情報長さフィールドを含み、
　前記ＴＢＴＴ情報長さフィールドは、前記複数のＴＢＴＴ情報フィールドに含まれる一
つのＴＢＴＴ情報フィールドのオクテットの長さについての情報を含み、
　前記ＴＢＴＴ情報長さフィールドに含まれる情報が第１の値を含む時、前記複数のＴＢ
ＴＴ情報フィールドのそれぞれは、ＴＢＴＴオフセットフィールドを含み、
　前記ＴＢＴＴ情報長さフィールドに含まれる情報が第２の値を示す時、前記複数のＴＢ
ＴＴ情報フィールドのそれぞれが、前記ＴＢＴＴオフセットフィールドと、基本サービス
セット指示子（ＢＳＳＩＤ）フィールドを含み、
　前記ＴＢＴＴオフセットフィールドは、ビーコンフレームの送信時間についての情報を
含み、
　前記ＢＳＳＩＤフィールドは、前記複数の隣接ＡＰに含まれる隣接ＡＰを特定するため
の情報を含む、請求項２に記載のＡＰ。
【請求項９】
　前記ビーコンフレームは前記隣接ＡＰにより送信されたフレームであり、
　前記ビーコンフレームの送信時間は、前記ＴＢＴＴオフセットフィールドが含まれ、前
記ＡＰにより送信されたビーコンフレームのＴＢＴＴに基づいて決定される、請求項８に
記載のＡＰ。
【請求項１０】
　前記ＴＢＴＴ情報ヘッダフィールドは、ＴＢＴＴ情報フィールドタイプをさらに含み、
　前記ＴＢＴＴ情報フィールドタイプは、前記ＴＢＴＴ情報フィールドの構成についての
情報を含む、請求項９に記載のＡＰ。
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